
学校名 （西合志南小学校　）

1 学校の雰囲気 2 教師の連携協力 3 学校の楽しさ

4 個に応じた教育 5 学力充実 6 学習評価

7 人権教育 8 心の教育

9 生徒指導 10 あいさつ 11 健康・安全

12 施設設備 13 環境美化 14 教育活動公開

平成２９年度　学校評価アンケート結果及び分析

学校教育方針

学校は、全体的に雰囲気がよく、活気がある。
学校では、先生方が連携・協力して教育活動に取り
組んでいる。

子どもは、学校に行くのを毎日楽しみにしている。

【学校から】
〇学校に行くのが楽しみだと答える子どもが９３％いるのは、これまでの教育活動の成果である。協働体制については今後も取り組む必要がある。
さらに子どもが活躍する教育課程、職員が力を合わせる協働体制づくりを行う。

教科指導 0

学校は、個に応じた教育をしている。
学校は、「学力」が身につく学習指導を行ってい
る。

学校は、学習に関する子どもの能力や努力を適切に
評価している。

基本的生活習慣 健康・安全

【学校から】
〇一斉授業、教授型授業から子ども主体の授業へ変革の必要性がある。算数の習熟度別学習や高学年の交代
授業など授業形態の工夫を行い。個に応じた学習過程を研究していく。

【学校から】
〇評価の在り方は絶対評価の徹底を行う。個人の伸
びや良さの評価に努める。

道徳教育　 心の教育
【学校から】
〇校務の効率化により教師と子どもとが向き合う時
間を増やし、子どもと子ども、子どもと教師の人間
関係を深める教育活動を工夫する。

学校は、いじめや差別をなくす人権教育・啓発を適
切に行っている。

学校は、思いやりや生命尊重等、心の教育を適切に
行っている。

学校は、子どもがまちがった行いに対し、適切に指
導している。

子どもたちは、学校や地域で気持ちのよいあいさつ
ができる。

学校は、子どもの健康や安全を守る取組を適切に
行っている。

【学校から】
〇善悪の判断を徹底して指導する。「時間を守ること・交通ルールを守ること・遊び方のルールを守るこ
と」を保護者や地域と協働して指導する体制づくりを行う。

【学校から】
〇基本的な生活習慣は、「自分の力で起床する」こ
とから始まる。自立支援に力を入れる。

施設・環境

学校の施設・設備は、よく整備されている。
学校は、校舎内外（花壇や教室の掲示物等）の環境
美化に努めている。

学校が公開している教育活動（行事や授業参観等）
は、保護者や地域の方が行きやすい。

【学校から】
〇環境美化は、よく整備されている評価である。しかし、トイレや下駄箱など掃除指導がやや不十分である。各委員会や係活動の日常的指導を活性化する。
〇授業時数を確保し、その中での教育活動の充実を行う。
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15 行事の工夫 16 情報発信 17 家庭・地域との連携協力

18 職員の対応 19 教育相談

20 基本的生活習慣 21 家庭学習 22 朝食摂取

23 忘れ物・準備 24 交通ルール 25 登校班

学校行事・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報公開地域連携

運動会や学習発表会等の学校行事は、工夫されてい
る。

西合志南小は、各たより、ホームページ等で学校の
様子を十分知らせている。

西合志南小は、保護者や地域の方々と連携を図って
いる。

【学校から】
〇子どもの姿が保護者にも、地域にも見えるような学級通信とホームページ発信を続ける。

【学校から】
〇地域の方の協力体制はできている。今後、協働で
取り組む教育活動を計画する。

教職員・教育相談
【学校から】
〇相談体制を保護者にも伝え、自由に教育相談がで
きる場づくりをする。定期的な教育相談の場所を設
定し、職員室横の「相談室」の活用を図る。学校は、電話や来客者への対応が適切である。

学校は、子どもたちや保護者の相談に気軽に乗って
いる。

子どもは、忘れ物がないように、毎日、学習用具の
準備をしている。

子どもは、交通ルールを守って登下校している。 子どもは、毎日、登校班で学校へ通っている。

基本的生活習慣・家庭教育 0

子どもは、話を聞く、身辺整理等の基本的生活習慣
が身に付いている。

子どもは、家庭学習の習慣が身に付いている。 子どもは、毎日、朝食を摂って登校している。

【学校から】
〇中学年・高学年からは「自主学習」に力を入れる。宿題は、授業の復習にし、進んで勉強ができような取
組を考える。

【学校から】
〇「早寝・早起き・朝ご飯」の取組をPTAと連携して
行う。PTAと連携する。

(学校独自） (学校独自） (学校独自）

来年度の具体的な取り組みについて
■教育課程・日課の工夫を行う。（学校教育目標は具体的な子どもの姿に変える）
■校務分掌を課題解決型（プロジェクトチーム編成）に変える。
■地域との協働体制づくりを行う。
■学校でするべきこと、家庭でするべきことを明確にする。（PTAとの連携）
■部活動を社会体育へ移行する準備をする。

学校関係者評価
〇放課後「寺子屋」（〇付けボランティア１２名）の成果が出るように、基礎的な計算練習を徹底指導していくようにする。
〇地域との協働体制づくりを進める。特に、自治会長さん方との連携体制を行う。
〇登校班のまとまりを強化していく。そのためにも、班長としての自覚と責任を育てる。
〇教師自身のあいさつがよくなってきている。さらに、率先垂範を実施する。
〇小中一貫教育の視点で、9年間を見通した指導を続けていく。

【学校から】
〇学年で指導の徹底を図る。

【学校から】
〇交通ルールの徹底を図る。

【学校から】
〇登校班長へ指導体制づくりをする
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